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研究要旨： 
R2 年度関連研究で開発された対話型災害情報流通基盤（防災チャットボット：人工知能を活

用した自動会話プログラム）の活用を前提としたうえで、「平時と有事の D-VICS 入力情報・運

用方法の整理」で検討した平時に収集すべき情報について入力する機能を開発することを目的

とした。 
被災者アセスメント調査票及び事前調査票、発災前・発災後の安否確認調査票について、LINE

上で入力できるシステムを開発した。 
防災チャットボットのシステム開発はおおむね完了した。今後の課題としては、避難行動に

繋がる情報や被災者に有用な情報の提供、多様な要支援者への対応、インターフェース改善に

ついて検討を行い、より使用しやすいシステムとしていくことが求められる。 

Ａ．研究目的 

R2 年度関連研究で開発された対話型災害情

報流通基盤（防災チャットボット：人工知能を

活用した自動会話プログラム）の活用を前提と

したうえで、「平時と有事の D-VICS 入力情報・

運用方法の整理」で検討した平時に収集すべき

情報について入力する機能を開発することを

目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

被災者アセスメント調査票及び事前調査票、

発災前・発災後の安否確認調査票について、

LINE 上で入力できるシステムを開発した。シ

ステムは実証実験で検証を行った。開発する機

能は「D-VICS を利用した住民参加型の訓練プ

ログラムの開発」の訓練において活用可能なも

のとした。 

 

（倫理面への配慮） 

実証実験にあたって、被災者役の状況付与デ

ータを用意することで、実際の個人情報を扱う

ことを避けた。 

 

Ｃ．研究結果 

１，被災者アセスメント調査票 

LINE ID と個人情報を LINE 社サーバーを

介さず D-VICS に登録する機能を開発した。

また、LINE ID をキーとして LINE トーク上

の回答情報を外部連携する機能を開発した。 
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２．事前調査票、発災前・発災後の安否確認調

査票 

本研究で整理された帳票の各調査票を

LINE 上で入力できる機能を開発した。入力さ

れた情報は D-VICS 上で個人情報と突合した

うえで、自治体が閲覧可能となるようにシステ

ム開発した。 

事前調査票については、 選択肢(ボタン)式

の入力により簡単な操作で簡易版個別避難計

画の対応者かのスクリーニングを実施できる

よう検討した。また、発災前・発災後の安否確

認調査票は、 選択肢式の回答による安否状況

に加え、地図上での入力による現在地登録を可

能にした。これにより安否情報の空間的な状況

を把握できるようになった。 
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Ｄ．考察 

防災チャットボットのシステム開発はおお

むね完了した。 

今後の課題としては、避難行動に繋がる情報

や被災者に有用な情報の提供に関しては、安否

確認後に近隣の開設避難所等の情報を表示し

たり、帳票の回答を元に個人ごとに支援物資情

報などを送信する機能の検討がある。また、多

様な要支援者への対応に関しては、PC から回

答できる調査票の作成、ユニバーサルデザイン

の調査検討、視覚障害者向けインターフェース

の検討がある。インターフェース改善に関して

は、入力訂正方法の検討、入力を促す文言の簡

易化の検討がある。 

 

Ｅ．研究発表 

１．論文発表 

特になし 

２．学会発表 

特になし 

 

Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

特になし 

２．実用新案登録 

特になし 

３．その他 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

  


